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1. はじめにはじめにはじめにはじめに

　近年、河川等の護岸として植生基盤の機能を併せ持つポーラスコンクリートが使用されているが、その空

隙構造と植物の生育の関係に関しては、粗骨材寸法と空隙率のみによって関係づけられることが多い。しか

し植物の根の伸長に対しては空隙率のみならず、内部の空隙構造が重要であり、使用粗骨材と空隙率によっ

て立体的な空隙構造がどのよう

に変化するかを把握することが、

ポーラスコンクリート護岸の設

計技術の向上に寄与すると考え

られる。本報では空隙構造を立

体的に把握するための第一段階

として、ポーラスコンクリート

を順次研磨しながら面情報を取

得し、深さ方向の空隙率分布を把握

するとともに、空隙の大きさを内接

円の直径で表現し、その分布を分析

した結果を示す。

2. 実験概要実験概要実験概要実験概要

　使用したポーラスコンクリート供

試体を表 1 に示す。使用粗骨材は 4

号～6号、目標連続空隙率は15～25％

とした。供試体寸法はすべてφ15×

30cmであるが、型枠面の影響を避ける

ため、解析対象は図 1に示す直径 12cm

の円内とした。

　供試体は打込み面から順次研磨し、

研磨面を紙に転写したものをスキャナ

で読み込みデジタル化した。一方、転

写された断面画像の空隙部分に図 2 に

示すような3mmを最小径とする内接円

の描画を行った。描画した内接円は直

径ごとに面積の集計を行った。なお断

面のデジタル化は打込み面から60面、

内接円の描画は研磨部分の上・中・下

表 1　ポーラスコンクリート供試体

供試体
名称 使用粗骨材

目標連続
空隙率(%)

m/g
(%)

連続空隙
率(%)*

全空隙
率(%)**

研磨
間隔
(mm)

研磨
面数

径測定
面数

4-25 4号 (25～20mm) 25 30 25.2 27.5 4 60 24
5-15 5号 (20～13mm) 15 35 15.5 22.4 3 60 24
5-20 5号 (20～13mm) 20 35 19.8 25.2 3 60 24
5-25 5号 (20～13mm) 25 35 27.9 29.2 3 60 24
6-25 6号 (13～5mm) 25 35 24.7 27.9 2 60 24

m/g: モルタル粗骨材容積比  *容積法による　**重量法による

12cm

空隙内接円の描画方法
(1)各空隙において実質部と3方向で接する最大の内接円を描画
(2) (1)で描いた円および他の実質部と3方向で接する内接円を描画
(3) (2)と同様に描画し、最小で直径3mmとなるまで描画を行う
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図 1解析対象

図 2内接円の描画例

図 3立体データの切断面（供試体 5-25）
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図 4空隙面積率の垂直分布(1)
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部から各 8面、計 24面について行った。

　デジタルデータを合成し、立体化したものの切断面を

図 3に示す。空隙は垂直方向にも湾曲し、複雑な形状で

あることがわかる。このような立体化した空隙情報は、

今後様々な分野で活用可能であると考えられる。

3. 実験結果実験結果実験結果実験結果

　デジタル化画像の画素数から、面ごとの空隙面積率を

求めたところ、図 4および図 5に示すように、同一供試

体内部でも面によるばらつきが大きいことがわかった。

そこで、供試体の目標空隙率に関わらず、面ごとの空隙

面積率が同じであればその面同士は同一水準と考えて、

以後の考察を行った。なお、ここで扱う空隙には

独立空隙も含まれる。

　図 6に、空隙面積率 25％±1％の面における、内

接円面積の分布を示す。内接円面積は、各直径以

上の内接円の面積の和を、φ12cmの対象部面積で

割った比率で示す。直径 0mmの値は画素数から求

めた空隙面積率である。4号砕石使用品(G4)と 5号

砕石使用品(G5)ではおよそ 7mm以上の内接円面積

分布は比較的差が大きいが、それを下回る直径以

上の内接円面積分布はほぼ等しい。しかし、6号砕

石使用品(G6)は 3mm以上のすべての直径において、

その直径以上の内接円面積分布が G4、G5よりも

少ない。

　同様にして求めた、各使用粗骨材の主要な空隙面積率ごとの空隙径分布を図 7に示す。空隙面積率が大き

くなるにつれて大きい内接円の面積率が増えており、内接円直径ごとの増加傾向はほぼ直線で近似できる。

また、粗骨材による内接円面積の分布の違いも明らかであり、G6では 3mm以上の内接円面積率が全空隙面

積の半分以下であるのに対し、G4では 5mm以上の内接円面積が全空隙面積の約半分を占める。

4. おわりにおわりにおわりにおわりに

　ポーラスコンクリートの全空隙率の深さ方向の分布を示すとともに、使用粗骨材ごとの空隙内接円面積率

分布を求めた。今後は本手法を連続空隙に適用し、植物の生育との関連を明らかにすることが課題である。
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図 6内接円直径別の面積率分布（空隙面積率 25±1%）
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図 7使用粗骨材・空隙面積率ごとの内接円面積率分布
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図 5空隙面積率の垂直分布(2)
(d)供試体 4-25(b)供試体 5-20 (c)供試体 5-15 (e)供試体 6-25
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